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要 約

メキシコは，中南米の大国である。しかし，少なくとも筆者には遠い国であり，無知に

等しかった。そこに大地震災害が起こり，マスコミは連日，被害の生々しい大惨事の現

場，そして諸外国の見事なレスキュー隊の活躍を報じていた。また我が国からも続々，建

築を主体とする研究者が訪墨し，高額の政府援助金が送られ，募金活動も展開された。し

かし，物的・人的被害状況，地震にかかわる自然科学的情報は伝えられたが，人間・社会

科学的実態・ダメージiζ関する情報は，ほとんど伝わって来なかった。本報告は，そのよ

うな視点からみた背景とダメージ，その影響を在留邦人からの聞き込みなどを主体にまと

めたものである。地震災害の総体と復興を考えるには，自然科学的側面からのアプローチ

は当然としても，本報告で示すような いわゆるソフト・ウェアー的断面を知る乙とは不

可避と考える。本報告では，主観・偏見を可能な限り排除した積りである。科学性からは

程遠いかも知れないが，今後，筆者らを含む多数の機関・組織から刊行されるであろう今

回の地震と被害の報告・論文の序論あるいは被害と復興を考える際の背景に関する情報と

位置付けたい。

1. 地震と被害の概況

メキシコは地震国であり， 1902年西南国境近

くの内陸部で，マグニチュード M8.4の地震を

経験したのを最高に， 1900年以降だけで， 今回

を含め， M主主8.1の地震を 4回経験している cc.
F. Knudson， 1978)。しかし，詳細な被害記録

は筆者が知る限り乏しい。 1954年以降の23年間だ
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けみても，被害地震は， 15回を数え，うちメキシ

コ市に少なからぬ被害を与えたものだけでも 8回

発生している。メキシコ市の人々が比較的よく記

憶しているのは1957年7月のM7.9の地震である

CFig.1)。乙れは， 1911年の地震以来の最大の

ショックといわれ，メキシコ市だけで，大きなビ

Jレの倒壊40棟，死者46人，負傷者400人，被害額

1600万ドルと記録されている。震央距離は今回

の地震と同程度360kmである。注目すべきは，
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乙の地震での加速度が旧湖地区で，周辺丘陵地の

5倍を記録したとの乙とである。今回は， 168gal 

/39gal=4.3倍だから，すでに当時から市のセ

ンターを主体とする旧湖地区の著しい危険度は把

握されていた(他の地震でも全く同様に被害は旧

湖地区に集中)1)。

このような記録だけからみれば， 1964年7月の

ゲレロ州山間部を震源とする M7.4の地震による

メキシコ市の被害の方が大きいように思われる。

シティの被害は，死者78人，家を失った人15万人，

短期的にパニック lζ陥ったと報道された CFig.l)。

このような事実から，メキシコ人は地震の恐ろ

しさをよく知っているし，身を守るべく適切な行

動をとると考えるのが自然である。今回1985年9

月19臼， M8.1の地震被害の公式発表は，後l乙述

べるが，特lζ死者数 (9，800人余)，擢災者数(3

万人/)はあまりにも少な過ぎるというのが市民

一般の声であり，後者については筆者自身の調査

実感というより壊れた，あるいは強制退去により

使用されていないアパート数を，おおまかに数え

ても全く勘定が合わない。恐らく20数万人との話

が事実に近いであろう。当日の火災発生件数は

120 (延焼1件)，ガス漏れ210件3hそして最も
影響が大きかった都市供給システムの被害は，全

供給量の 1/5を失われた上水道である。(一部は

2ヶ月後も使用不能)

2. メキシコ人とその社会

メキシコ人は，いずれも混血と見倣されるが，

上流階層は限りなくスペインの血が濃く，ホワイ

トと称され，その比率は約10%を占める。この国

・市の階層'性は収入iとほぼ対応し，本当の意味で

の大金持，すなわち上の上は，ほんの一部に過ぎ

ない。このー握りの階層の富裕度は，世界的レベ

ルでみても上から 1桁のランクに入る人も含ま

れ，我が国では考え難い階層であり，大統領は，

乙の層の出身と考えて，まず間違いない。 50%程

度を占める農民はインディオの血が濃く，とうも

ろこしのパンと蛋白源であるうずら豆の煮たもの

を常食とする，いわゆるパンと水で生きる人達と

いえる(最下層)。残りが，おおまかには中流階層と

総称されるが，乙れも上，中，下lと区分しないと諸

諸の実状が理解できない社会であり，まずその強

固な階層性lと驚かされる。なお，メキシコ市を中心

とする首都圏に限定すれば，下層は地方からの流

入者を主体とするが，乙れとても上記農民より，は

るかに生活程度は良く，それが都市人口ぼう張の

大きな理由といえる。中流の下は，我が国との対

応で、いった場合，公営・公団の賃貸・分譲住宅に

住むクラスで最も一般的な労働者・サラリーマン

が相当するが，我が国の大都市におけるような遠

距離通勤者は少ない。

社会科学での厳密な定義は別として，コミュニ

ティ・コミュニケーションは，階層聞は住区を始

めとして，完全に断絶している。これは当然として

も，職場・職階・住宅が同じ建物内程度では近隣関

係は生まれない。経済事情の悪さもあって，他人は

全て疑つでかかれ，自分しか頼れないが現実であ

る。それで行き場がなく，アミーゴなる人間関係

が生まれ，乙れは極めて強く発展する。乙の強い

鮮の故に，平常時でも居候など気にせず，互いに

助け合う習慣は存在する。親子・地縁・血縁は極

めて大切にする。乙の国では老人は弱者ではな

しむしろ家系内の権威者であり，モラノレの伝承

を中心l乙精神的な面で積極的役割を果している

(存在感)。通常，長男と住むが，毎週日曜日に

老人(乙れは親であるが)の住む家庭に集まるな

どは普通のことである。それは老人(高齢者)の

比率が低い人口構成の国という背景はあるにして

も，家族崩壊が問題の我が固など，もう一度よく

考え直す必要性を痛感させられる。だから老人

ホームが無い訳ではないが，極く少なし血縁者

がいる限り，そ乙へ住まわせるのは恥と考えてお

り，一般に話題にもならない施設である。よっ

て，弱者とは子供であり，ここにも子供は皆のも

のとの考え方があり，他人の子供も大切にする。

世帯当りの子供数は，メキシコ市では， 1985年現

在， 2.8人，農村では 5-6人である。かつて農

村では， 10人程度とのことだったが，経済・住宅

事情の悪化・耕地面積の細分化などのため，根強

いカトリックの提にも拘らず子供数は減少傾向に
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あり，政府も家族調節を呼び、かけ，避妊具の無料

配布を実施している O 首都圏にあっても，地方か

らの流入者にとって地縁は強く活き続け，互いに

助け合う。広い意味での失業は日常茶飯事，つま

り，我が国でいうような解雇・倒産などによる完

全失業を失業というなら， 100%失業は大都市の

下層民には無い。もともと，正規雇用は少なく，

仕事のあるときは働いており，無いときは，ぶら

ぶらしている人が多いからである。だが，助け合

うから、働かざる者，食うべからず'的発想は，

乙の国では馴じまない。乙のような背景が理解で

きない限り，擢災者が街頭に迷っていない乙とが

わからないだろうし，さらには地震被害の大きさ

さえ，誤って解釈する乙とになる。プレス関係者

も含め，日本人的発想，尺度は，まず通用しない

乙とに強く注意すべきであり，残念ながら，我が

国での報道に，日系人のみならず筆者も実態を知

るにつれ失望するようになった。

それ故，日系人のメキシコ人観を概説する。ま

ず，メキシコ人は，嘘をつく，責任感なし，仕事

が遅い，計数能力が低いなど，特に在留歴の浅い

日本人が一般にいうメキシコ人観である。しかし，

比較的永く住んでいる人，乙の固に溶け込もうと

努力している邦人は，それらは認めるにしても，

メキシコ人の良さも正当に理解している。だから，

今回の地震でも，これはメキシコ人の悪さと良さ

が両方でたとのメキシコ人の自己評価が理解でき

る。前者は，乙の被害lとみられる建物構法の甘

さ，手抜き，政府等組織の対処の悪さなどであり，

後者は乙の緊急事態に自然発生的l乙組織された民

間ボランティア・それらの活動の素晴らしさと家

を失った人々(擢災者)を受け入れ，困ったとき

はお互いと極く自然に面倒をみている一般の人々

の愛他行為である。

ブラジlレ人などと比較してメキシコ人をみると

き，メキシコ人は，一見陽気にみえるが暗い，屈折

したところがある。乙れは，歴史の違いを抜きにし

ては語れない。メキシコには，マヤ，アスティカ人

の偉大な文明がある。インディオlとしてみれば，先

祖たるマヤ，アスティカ人の文明に対する誇りが

あるの。だが，現実は……。そして，メキシコ人一

般がもっ大国及び、政府なと、権力l乙常にだまされ続

けてきた乙とへの怨念など，実に複雑な背景があ

る。征服者であり，旧宗主国スペイン人への尊敬

はある反面コンプレックスも強いとはいえラテン

系には近親感を，アン夕、、ロ・サクソン系には異和

感を，そして親日感はある，これが中流層以上の

一般メキシコ人の外国人観である。米国に対して

は表面上，首を横には振れないが，いざとなれ

ば，他のラテン・アメリカ人・国と連帯するだろ

う。血の濃さ，あるいは同じ血が流れているとの

意識は強い。事実，血縁者がそれらの国に住んで

いるなどはよく聞く。深層部分は日本人，特に現

在のそれの理解を超える。だから，プレス報道も

現地の親メキシコ日系人達から批判される。特

に，大震災の発生で，急速メキシコに飛んだ記者

達による報道内容についてである。例えば，軽卒

なパニック発生の報道，正確さからはほど遠い被

害数値，日系人の安否に対する執働過ぎる取材と

報道，これは言い換えれば，日本人が無事ならメ

キシコ人はどうでもいいのかと問われることに通

じ，他の外国における全ての災害時に共通する問

題でもある。また，彼らの尺度を越えるが故に，

注目すべきメキシコ人達の自発的災害対応行為な

どは伝わってこないのである。

3. 政治・経済

1900年代初頭のメキシコ革命以来，政権はPRI

(制度的革命党または立憲革命党と訳される)Iζ握

られており，任期6年の大統領は，常にこの党から

選出されてきた。乙の政党は，その名が示すように

労働者の支持を受けているのみならず，上流層も

掴んでいる。ために，他の野党は食い込む余地がな

い。野党では，右寄りの政党PANが，全体的に弱

い中では，少しは注目されており，米国寄りの北部

の一部の州で，PRI に代わって議席を獲得すると，

与党支持者は米国がてこ入れしていると非難す

る。乙のような政治体制から，乙の国は他の中南

米の諸国にはみられない政治的安定国と評価され

ている。到底，文化的とは言えないが，最低生活

維持のための食料品，公共通信・交通機関などの
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公共的料金は驚くほど安く，すさまじいインフレ

にも拘らず，それらの価格は凍結されている。ちな

みに，地下鉄は1ぺソ(約0.5円， 1985年現在)， 

トロリーパス60センタボ(0.6ペソ)，市内電話20セ

ンタボ，かなり遠くの郊外と都心を結ぶパス 3ペ

ソなどである。政治状況，国民の政治信頼度を理

解するために付言すれば，終始人望のあった大統

領は，1958-1964年のロペス・マティオをもって最

後とする。それを引き継いだデアソルタ申ソン大統

領統治の1968年，メキシコも例外でなく学生運動

状である。 1938年石油公社の設立により，石油採

掘権は国有化されていたが，その後のオイ jレショ

ック， OPECの策動i乙対抗して， 1976年前大統領

が本格的石油掘削を指示し，サウジアラビアi乙次

ぐ埋蔵量が確認されたことにより，我が国を含め

たメキシコ詣でなる現象が起乙った。結果として，

埋蔵石油をも当て込んだ大規模借款開始とそれを

基金とする産業基盤構築のビッグ・プロジェクト*

が次々に始動し，約900億ドルを越える途方もない

対外債務の因を成した。(*付:政府の暗い部分

の嵐が吹き荒れ，大量逮捕，殺りくの強政があり， の根源)。現在，前大統領はスペインへ逃亡，前

乙の国の暗い面が顕在化するとともに1968年メキ 石油公社総裁は園内で逮捕，前警視総監はロスで

シコオリンピックに向けて，建設ラッシュが展開/米国に逮捕という有様であり，頼みの石油価格の

された。これが，今回の災害と無縁とは考え難 暴落，そこへ今回の地震と，正にメキシコ人は三

い5)。なお，乙の大統領時代の内務大臣が，次期 重苦を味わっている。

大統領エチェベリアである。また，この国で役職 ii )土地:土地は憲法により，基本的に公有，ょ

につくにはコネがものを言う。よって，大統領の交 って1930年代から原則としては農地も村の共有

代時には，セクレタリーまで解雇というすさまじ (実際には大地主と農民の土地所有をめぐっての

い人事移動が起こる。事実，憲法上分権の会計検査 闘争も続いてはいるが)で農家は耕作権をもつが，

院にコネにより招聴された日本人が， 1982年の政 当然，売ることはできず，一家で田舎を捨てると

権交代時に解雇された。つまり，実質的に分権制 すれば耕作権を放棄する乙とになる。また，均等

も守られていない乙とになり，この大統領への権

力の過集中と 6年制が，諸々の政治にかかわる暗

い部分の根源になっているのが現状である。

以下に政策・経済の実態・現状などを若干まと

めて示す。

i )経済:1970年前半のエチェベリア大統領時代

まで，伝統的地下資源保護政策をとってきた。石

油も輸入で，主として観光収入に依存し，ために

大観光リゾー卜都市*を建設した。この大統領の

最後の1976年，それまで22年間固定のぺソ :US

ドル=12. 5ペソ:1 $がフロート制に移行を強い

られた。以来，インフレが急速に進展し，最近4

年間で実に物価上昇10倍という。当然，中流層を

構成する給与生活者の賃金も年々上昇してはいる

が 6) これは政府発表の物価上昇率をベースにし

ており，生活圧迫は危機的状況である。正規雇用

の場合，最低賃金制が設けられているが， 1985年

11月現在， 1，250ペソ/日(約600円/日)に過ぎ

ず，都市への流入者には正規雇用の機会は極めて

乏しいから，それ以下も当然，多数というのが現

戸数割りの農地の細分化が進んでおり，もはや限

界に達しているため，都市に雇用の機会があるこ

とは稀であるにも抱わらず，長男以外は都市に流

入し，急激な都市人口ぼう張の因を成している

(この国でぬれねずみと呼ぶ米国への密入国者も

多く，米国南部農園主は彼らの足元を見て安く使

うが，それでも圏内での収入の数倍)。彼等の中に

は土地を不法占拠し，そこに住居を勝手に建てて

住む人も少なくない。彼らを，乙の国では落下傘

部隊(パラカイダス)と呼ぶが， -!!住み付くと

居住権が生じ，州政府が彼等を退去させるとすれ

ば，立ち退き料を支払う義務が生じ，放置してい

るのが現状である。

乙の憲法上の制度に基づき，地震後，土地・建

物の強制収容の強権が発動され，その行き過ぎか

ら，市民の聞に不満の声が沸き上がったのであ

る。結果として，災害対策委員長の交代，この国

で=は異例の官報大幅修正が行われ，被害の再調査

が実施された。乙の政策の評価は 2分される。す

なわち，家賃が37年間も凍結されていた住宅建物
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の所有者は，建物が壊れたけれど解体・新築する

資金がない。それで，この際，安いとはし、ぇ政府

が買い上げてくれるのだから手放したいとする

者。一方，やっとローンを支払い終った，あるい

は大部分払った住宅などを公定価格という安い価

格で没収とは何事かというもので，集団的にはト

ラテロルコ団地の住民などは後者の急先鋒であ

る7)。修理・補強すれば，十分住めるという政府

関係以外の技術者の診断もあり，不動産会社の評

価が高いからであり，何よりも都心に近い，この

団地の立地条件が魅力となっている。

iii)教育・兵役:学制は我が国と同じ6・3・3

・4年制で，義務教育は従来小学校までであった

が， 1982年政府は乙れを中学校までと宣言した。

しかし，特lζ田舎では実施されておらず，小学校

の3-4年までしか進級しないのが現実である。

ただし，若年層の文盲はほとんどいないというへ

乙れを補うべく成人学級があり，どの学年からも

授業をうける乙とができ，文部省は単位を認定す

る。乙の制度で建前としては大学入試の資格もと

れる。大学は入り易く，卒業は難しい。大学院は

給付制で極めて優秀な人材のみ採用するからレベ

ルは高く，我が国からも交換学生・教授が訪墨し

ている。

兵役は，徴兵制で学生・定職をもっ者は，その

身分を明らかにする乙とにより，一年間を通し，

週一回，公園の掃除などのボランティア的作業と

行進などの集団統一行動を主体とする訓練をうけ

れば，徴兵終了証が渡される。乙れは，市民権に

も相当する大切なもので，乙れがないとパスポー

トなども受けられない。武器の扱いなどの訓練は

あまり受けていないとの乙とである。兵舎に入る

のは，一種の失業対策の対象者で有給であり，本

格的軍事訓練を受ける。幹部は我が国の防衛大学

校と同様の学校があり，そこで教育を受けた者が

任ぜられる。軍は革命軍の伝統を受け継いでお

り，国民の信も厚い。地震時には， DN-illなる国防

長官をトップとする緊急体制が発動されたと新聞

は報道したが，全面的に作動はしなかったという。

しかし，当日から被災現場の警備を主体lζ実行lと

移され，混乱，暴動発生の阻止に当たり，治安は

かえってよくなったというが，救助面では混乱が

あったとの評価もある。

4. メキシコ市とその都市問題

乙の都市については，日本語の文献も幾っかあ

る。しかし，その多くは1970年代までの記述であ

り，筆者らの調査実感と必らずしも一致しない

し，核心から外れるので最小限の引用iと止どめる。

今後，新しい資料，地震関係資料を入手し，より客

観的，科学的に報告する予定である。現在， DDF 

(特別連邦区政府)の情報も混乱しており，新聞等

もニュース・ソースにより数値が異なるなどの状

況があるため，数字による表現は最小限に止どめ

る。特別連邦区であるメキシコ市とメキシコ州は

行政上は区分されるが，両者は事実上連続してお

り，乙乙では首都圏として一体として扱う月市内

人口は，乙乙20年位で爆発的に増えたわけではな

いが，首都圏全体は面積的にも，その基となる人口

増は白を見張るものがある。合計人口は， 1，600万

とも1，800万ともいわれるが，後者程度であろう。

乙の20年で約3倍増であり，乙の人口増が全ての

都市問題の元凶である 10)。以下に，諸問題のそれぞ

れにつき，具体例を挙げるとともに，若干の説明

を加える。

(1)都市近郊住民の生活実態

前述したように，文化的とは言い難いが最低生

活は，何とカ紫色持されている。このようなあいま

いな表現が，むしろふさわしい程，乙の国，特lζ

首都圏での下層住民の生活実態は理解し難いもの

がある。しかし，我が国でいう生活保護制度のよ

うなものはない。 1984年11月19日のガス大爆発現

場，サンファンイワスティペック地区(市の郊外

の北東部)，残った小型のガスタンクが小規模に

存在し，基地の大部分は，公園にということで，

現在整地中。破壊された住宅群は大部分片付けら

れているが，一部は廃墳としぢそのまま放置さ

れ，運動公園として既に使われている部分もあ

る。ガスタンク基地が先にあり，それに接近して，

比較的貧しい階層の住宅群が密集し，大惨事とな
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ったのである。その近くのスラム状地区での住民

乙とがわかるが，乙の結果は，前項の林の数量化

とのインタビューによると.20年前まで・は都心の

近くに住んでいたが，家賃が高くなり，払えなく

なったので，現在地に移ったという。家は2室で，

面撤句50m2，家賃は11，000ペソ/月の民間貸家，

大家は同様な貸家を 6軒持ち，近くに住むとの乙

とである。乙のような事例から，家賃凍結の実態

・規準は大変理解し難い。市内でも，ブロックの

ある建物は指定されており，隣接アパートは，そ

うでないなどである11) ちなみに，空港からテス

ココ湖近くの公団賃貸戸建住宅群 (70m2 /戸程

度)での聞き込みによれば.200-300ペソ/月で

12年間据え置きである。ゴミは，テスココ湖に各

家庭で捨てており，強烈な異臭を放っている。そ

のゴミの中からまだ使える物を回収すべく人々が

さんさんごご集まっている。話を元に戻すが，イ

ンタビューした家の前に幅2-3mの川があり，

そこにゴミも下水も捨てる。すなわち，そのよう

な公共サービスは市内(それも全域とはいえな

い)に限定されており，郊外まで及んでいない。

雨期には，その川が溢れ，その後片付けが大変と

の乙とだが，その状況は想像に難くない12)。水道

らしきものはあるがよく断水すると言う。乙の地

区の地形は， JIIIζ面した2宅地分程度の幅の低地

と背後のかなり急斜面の丘から成る。その斜面に

小さな家がび、っしり張り付いている。乙乙10年間

位の聞に除々に増え，現在のようになったとのこ

とである。斜面の上の方は水の問題はさらに深刻

で，便所は地面に穴を掘って…，急病人が出ても

救急車は接近できない。医療は近くの有料保険所

で受ける。スーパーなと‘行った乙ともない。これ

が，乙の地区住民の一般生活実態なのである。但

し，近くで野天の市場を見た。衣類，靴を含め，

最低限の生活必需品は売っていた。日本のみかん

と同様な果物を買ったが. 2kgが100ペソで，筆

者からすれば驚くほど安い。都市あるいは近郊の

最下層でも農民より，はるかに生活レベルは高い

と述べたが，乙乙でも車，主としてフォルクス・

ワーゲン(新車で約2百万ペソ)を幾台か見かけ

た。乙のようなスラム的住宅地区でも新車・中古

車を買える層が住んでいる乙とになる 13)。地区に

は，自治会があり，その長は選挙により，無給で

利益代表を務める。地区内の治安は必らずしもよ

くない。盗難はしばしばあるという。外来者が乙

のような地区に入る場合，お金をとる乙ともある

という。

面接した一家は母と子供8人とのことで，父は

いない。また，一緒に住む子供は2人で，職業は

2人共木工で，兄は今，仕事に出ているが，当地

で生れた弟は，現在は仕事がなく，母も市内のオ

フィスに務めていたが，そのビ、Jレが地震で、域れ失

業中で 2人共家にいた。乙の家Iζ夫に捨てられ

たという若い女性と子供が1人同居している0.カ

トリックの固なのに，乙んな乙とは日常茶飯事と

ガイドは説明する。また，友人程度の関係でも困

っているときはお互い様というより，家賃負担の

面で.Jiいに助かるからとも推察される。また，

乙の家にあるメイン・テーブル，冷蔵庫 2つあ

るベッドの一つは彼女が持ち込んだという。同居

人数とベッド数は一致しない。寝る時も適当にと

いう乙とになろう。室内には，そのほかカラーテ

レビ，ソニーのラジカセがあった。それらを見る

限り，家は狭いが，思っていた程，貧しくはない

ようにも見える，とはいえ収入と支出の関係は，

どう聞いても理解できない。付き合いは，隣近所

に限定されるが，その関係は家族同様という。そ

の日暮しには違いないが，互いに助け合い，何と

かやっている。乙のような関係は中流以上では薄

しまた，それなしでは共倒れになる(下層)。乙れ

は確かな乙とと見受けられる。乙の家で強く印象

lζ残ったのは，親子愛とその表現に照れがない乙

と，貧しくて恥ずかしいとしきりに言うが，卑屈

さは全く見られず，インディオ系住民のプライド

の高さを実感した。

( 2 )住宅
メキシコ市で自に付くのは，都心における安ア

ノfートである14)。乙れらは，官庁，オフィスビル

lζ隣接して多数存在する。住人は大体，中の下の

階層である。セントロ(都心)付近には，さらに

低い階層が住む古い石造のアパートも残ってい



100 総合都市研究第27号

る14) 乙れらの中，家賃凍結の対象になっている

建物は，特l乙壊れている訳でもないが政策上強制

収用建物に加えられ，住民の不満を買っている。

また，ブロックを異にした中流の中が住む集合住

宅街も都心近くにある。その典型であるコロニア

・クワラテモクでの聞き込みでは，家賃は， 2DK

( 100m2強)で，3万-5万ぺソ/月，新規に借

りたら5万-10万ぺソ，敷金1ヶ月，保障金はな

いという σ

トラテロルコ団地は，代表的な中流の下階層用

の公団分譲(賃貸もあるがわずか)アパートの集

合で，メキシコオリンピック1968年頃までに完成

したラテンアメリカ最大の，いわば下町巨大団地

である。約1万5千世帯， 8万人が， 5階， 14階，

20階建に住む。 2DKでローン利息込みで200万

ペソ強， 3 DK 050 m2程度)で，300万ぺソ強

が当時の価格と聞く。地震後，高層建物から住民

は強制退去を命じられ，政府は解体予定との乙

と。保障金(買い上げ)は， 400万ペソ位，それ

で住民は，そんなお金では致底市内で同程度のア

ノfートは買えないと不満を持ち，前述したように

一部は近くでテント暮しをして抗議している(約

200世帯， 1，000人，乙の全てがそうかどうかは

不明，多分行き場の無い人達も含まれているは

ず)。自治会長などを代表に政府と交渉中と聞く。

まだ，ローン支払中の人もあり，一括払いを要求

され，それが出来ないなら，買上げもしない。無

条件退去との乙とで，大問題になっていると住人

・日系人達は言う。日系人の多くは，都心からや

や離れた地盤の良い処に住んでいる。家賃は5万

-10万ぺソ(100-150m2)。当然の乙とながら，

人口増で住宅事情は悪化しており，それにインフ

レで，家賃もどんどん上っている(上記は.1985 

年11月現在)。地震で家賃・オフィスレンタル料

の急謄もあったと聞くが，政府もテレビ等でいま

しめており，それはあっても一部の模様である。

家賃凍結が，どの階層に適用されているかは理

解できないと前述したが，中心は組合の強い機関

の勤務者，公団賃貸住宅，古くから都心に住む下

層住人と考えて大きな誤りはないようである。中

流の上といえども市内に戸建を建てるのは，もは

や夢の状況にある。それでも，中流の中，上ない

しそれ以上の階層にとっては住み易い都市と言え

そうであり，アパートから車で20分程度で，職場，

学校，買物，文化的生活(映画など)が一応満た

されるから市のほんの一部が日常生活圏になって

いる。ちなみに，昼食は自宅での習慣が活き続け

ているのは確かで我が国の大都市における一般サ

ラリーマンには考えられない生活を維持している。

定職をもたない首都圏への流入者，市内での公

共事業・家賃上昇などにより郊外に転出した下

層，中の下の層は，都心から30-40kmと，どん

どん遠くに追いやられるべ特に下層の人達は，

そこに貧しい建物を建て，あるいは借りて 3ぺ

ソのパスに乗って，仕事(お金)を求めてシティ

に集まる。そのような郊外住宅の中でも，中の下

層は定職をもち，それ故に安い家賃の公団住宅lと

住める。さらに，乙れは数少ないが， PRIが人気

取り兼住宅政策lとも関与してプレゼントした家に

住んでいる人達もいる(政党PRIのマークが目立

つように付いている)。

市内に新規に工場を建てる乙とは禁止されてい

るが，メキシコ州では，それが緩く，工場が建ち，

その周辺lζ労働者の住宅が，スーパーがという型

のブPロックも形成されている。このようなケース

でも，正規雇用は中の下の階層までに限られ，流入

者を主体とする下層の人達が正規雇用の機会に恵

まれることは，まず期待できない。そこで，乙の人

達は，工場に臨時雇用，または市内でタコス屋，

新聞売り，パタ屋など，それこそ何でもお金にな

ることを見付けて生活する(チップも大きな収入

源)。

(3)都市の多様性と緑・公園

、大都市にとって自然なもの，それは多様性で

ある'なるフレーズが，アメリカの有名な都市学

者ジェーン・ジエイコブ、スの著書『アメリカ大都

市の死と生』の中にある。筆者は元来，あらゆる

職業・年齢層の人々・目的の建物が混然としてい

る，俗lζ言って、ゴチャゴチャとしたまち'が好

きである。そのような目で見るとメキシコ市は素

的なまちに映る。確かに首都とみれば，明確な意
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味でのセンターなるブロックは存在せず，何事に

つけ効率が悪い。東京でならつの建物で，あ

るいは歩いても数分のと乙ろの建物で，全て済む

ような役所での用件が，車で幾つものブロックに

分散する建物をたらい回し，などは常なる乙とで

あろう。前述したように，あらゆる階層の住宅・

職種の建物・人々が市のセントロも含めて混在し

ている大都市がメキシコ市である。東京における

都心3区16)の夜間の空洞化などの問題は，全くな

いし，今後も権力が強引に押し進めない限り，起

こり得ないし，その方向に行くべきでないと考え

る。

我が国の大都市のように‘何々だけのまち'な

どは，ある広がりでみた場合，ほとんど存在しな

い。だから，派手なネオン，大きな看板・広告塔

などは見られず，そのような意味では健康的な都

市である。中心地区も夜は街灯だけになるから，

衝は暗く，日本の大都市に馴れ切った者にとって

は，最初は心細くなる。治安も現在はかなり悪く

なっている。

メキシコ市に来て例外なく日本人が持つ印象は

緑の多い乙とである。チャペルティペック公園は，

日比谷公園の40-50倍はある。大気汚染のため，

市の中心部では，樹がずい分枯れたというが，植

樹努力は続けられている。他にも公園・広場が実

に多く，円形広場(夕、、ロリエタ)は日本ではみら

れない。そのような場所も含め，彫刻が街路に多

数みられ，日系人は社会資本の充実を感ずるとい

う。公共交通機関が少ない割りには日本の大都市

に比べれば車がやたら多いとは感じられない。

街路・ブロック割りも米国の大都市に良く似て

おり，所番地と建物番号がわかれば，誰でも迷わ

ずに目的の場所に行ける。我が国の大都市の道路

に比べ，車道，歩道ともによく整備されており，

ちょっと馴れれば，はるかに安心してど乙でも歩

ける。

(4 )都市問題

全ての都市問題の元凶は，爆発的に増えた周辺

人口である12)，13) 首都圏を除けば，人口200万人

を大きく越える都市は無い程，全てが集中してい

るのだ、から，ますます人が集まる。それ故，乙の

国の問題は首都圏の問題につきると多くの人は言

う。現代の世界の都市問題のほとんどが，乙こに

はあるといっても過言ではない。すなわち，限り

ない都市のスフ。ロール，給水に伴う異常な量の地

盤沈下17) 水そのものの不足18) 盆地で川が少な

い地形に起因する排水の問題，国家機能の過集

中，経済・情報の過集中，大気汚染，交通渋帯，

ゴミ処理，さらに日本では考えられないほどの収

入格差，住宅問題多生態系の破壊など，数え上げ

たらきりがないほどであり，全てが危機的状況に

あるといわれており，我が固においても研究は行

われているので詳細は，それらの報告に譲る。

それ故，特に気が付いた問題だけについて記述

する。メキシコ市内に住むメキシコ人は，メキシ

コ市を称して，国の状態，メキシコ人の民族性が

悪いのに，よくまあ，こんなにうまく行っている

ものだという。但し，これは中流層の人達の言葉

であり，筆者からみれば，大部を占める下層の人

達は遠距離通勤(広い意味で，定職は一般に無い

のだから)を強いられている。我が国の大都市の

一般労働者・サラリーマンと同じという皮肉さは

あるが，彼等が利用しうる交通機関は，主iζ冷房

装置もない公共ノイスのみである。通勤時間帯，交通

渋帯が激しいから，朝早くそれに乗って仕事を求

めて市内に来るのが一般であり人の稼ぎでは

やって行けないから，働ける家族は皆同じような

行動をとるため，その混雑ぶりは想像を越える。

また，彼等の住環境は前述したが，衛生状態は劣

悪である。メキシコ市内では，前述のように工場

は禁止されているから大気汚染は車の排ガスを規

制すれば大幅に改善される。しかし，ガソリンは

粗製であり，車のメーカは，排ガス規制をすれlえ

車は売れなくなる。そうすれば，失業者が続出す

る。それでは困るだろうと開き直っている。諸々

の問題が顕在化したのは，そう古くからではな

い。それで，メキシコ市民は20年程度前を回想し

でさえ，昔は良かった，住宅事情も，交通渋帯な

どなかったしという乙とになる10)，13) 残されてい

るテスココ湖が周辺住民のゴミ捨て場になってい

ると前述したが，生態学者・生態省が実験的に生
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物(動物)が棲める環境づくりを行い，事実，水

鳥も一部l乙戻ってきていた。しかし，地震で壊れ

た建物の瓦磯を大量に捨てており，湖水保護より

土地造成を急いでいるとみて差し支えない。第2

国際空港にとの説もあるが， 7.k Iζ乏しいシティか

ら，乙の湖が消えるのは時間の問題だろう o

5. 地震時の人間行動・心身への影響・噂

(1)地震体験と行動

9月19日の本震は，ほぼ全ての日系人とも大被

害を生ずるような地震とは考えられなかったとの

印象で共通している。それは，震源近くのイスタ

パにおいて当日開催予定であった日墨合併事業の

精錬所の開所式のために当地にいた日系企業の代

表者・プレス関係者達(大統領も出席予定だった

が，地震で取り止め)も，メキシコ市にいた人

達19)も同様である。イスタパは震源に近いから縦

ゆれ(鉄筋コンクリート橋は壊れ，渡れなかった

が)，シティでは長い横ゆれの違いはあったが，

周囲にさしたる異常は無かった。わずかに据わり

の悪いものが倒れた，最大でも窓ガラスの割れる

音が聞えたとの話がシティにいた人から聞けただ

けで，さしたる恐怖心は覚えなかったという点は

一致していた。

メキシコ市に長く在住する日系人によれば，

1957年の地震以来，かなり大きいと感ずる地震は

数回で，日本の関東・東海地方におけるような日

常的ともいえる地震体験はもっていない。しかし，

メキシコ人が地震馴れしていないとは思えないと

いうのが，大方の日系人のメキシコ人観である。

乙れは後日談となるが，当日，日系人の中にはテ

ープJレの下l乙家族皆で一応，潜っていた。倒壊し

た国営テレビ会社，テレビサでも事務用スチーlレ

デスクの下に潜っていた人達の多くは助かったと

聞く，だから，乙の日本での習慣も長い間の生活

の知恵で捨てたものではないという。一方，カト

リック系の幼稚園で先生が園児に動くな，ゆれが

止むまで静かにしているように命じたが，建物が

倒壊し，多くの人が死んだとわずかに生き残った

人の証言もある。また，興味深いのは本震後の日

墨学院での生徒の討論である。地震中の行動につ

いて，日系の生徒は，机の下lζ潜る，それに対し

メキシコ人の生徒は，素早く建物の外に出ると話

が分かれたとの乙とである。なお，在留日系人は，

ほぼ地盤の良いと乙ろに住んでいる。

いずれにしろ当日中には，メキシコ市に生じた

大被害は皆の知るところとなった。最初は信じら

れないという人も多数いたが，被害の大きさにあ

っけにとられ，大統領でさえ，大惨事現場で政治

家が決して口にしない言葉「おお私の神よ」と叫

んだと新聞が報じた。夕方，日本人のプレス関係

者も市内に戻ってきた。日本との直通テレックス

は使用不能となり，午後5時半頃，ロス経由で日

本へ地震被害の第一報が送られたのである。また，

市長がテレビで，翌20日は通勤・通学は控えるよ

う，また，用の無い人は出歩くなと報じた。地震

学者による情報「以後，余震はあるが，それは本

震に比べれば，かなり小さいから市民は冷静を保

つようにjとの放送も流された。

しかし，日系人とのインタビューによれば，当

日もオフィスで仕事をした。パスも走っていたし

との証言も少なくない。但し，ビ、jレ管理会社，政

府関係者などのチェックを受け，退去勧告・命令

を受けたとの回答もあった。そのような場合の日

系人の行動は迅速であり，その日のうちに他のビ

ルにオフィスを移転したという o

ともあれ， 19日の地震による大惨事を直接ある

いはテレビで見たわけであるから，それまで地震

被害を知らなかった子供達も，地震とはただゆれ

るだけでなく，建物を壊し，多くの人を殺すこと

を実感したと乙ろへ， 20日の地震が起こったのだ

から，さしたる被害をうけなかった人達にとって

も大きなショックであった。日系人を含め，建物

に対する信頼感は失墜していた。だから，はだし

でとび出した人も少なくないという。本震の時，

テーブJレの下に潜った日系人家族は，また同様な

行動をとったが，アパートの近接階の女性の悲鳴

を聞き，泣き出す我が子をかばいながら，今度は

本心から祈ったという。このような聞き込みに対

し，回答者本人の本音は聞き出せないものだが，

乙の余震(正式地震名からすれば，余震というよ
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り.20日の地震と厳密には呼ぶべきだろう)で，

直接被害は無かったが，日本人もメキシコ人も，

その恐怖感・行動に大異はなかったと思われる。

それで， 9月20日の地震後，実に多くの人々が

低層戸建で地盤の良い地区に住む親戚・知人の家

に避難した。乙の巨大都市でもなお，そのような

梓が活きているのは注目に値する。日本人だけ残

ったアパートもある。また， 20日は金曜日である

から，週末をメキシコ州外のホテルで過した日本

人も少なくないと聞く 20)。日本のあるテレビ記者

が，パニック，パニックと連呼したのも，乙の地

震の時である。日本人記者達も大慌てだったとは，

近くで見ていた在留期間の長い日系人の弁であっ

た。中・高層の建物が相対的に高い比率で被害を

うけたことから，日系人が住む地盤の良いところ

でもアパートのメキシコ住人が，終いに戻らず売

りに出していると乙ろもあった。

(2)心身への影響

地震に対し，一般の人々が抱いた恐怖心につい

ては前述した。また，カソリックの園という事情

の故に流れた噂，デマの事例は後に示す。乙のよ

うなショックが心身に及ぼす影響，あるいは災害

後遺症に類する事項は，日常性・経験・宗教観な

どとは分離できないが，できるだけ重複を避け，

聞き込んだ事例を幾っか報告する。

一週間も瓦礁の中に閉じ込められたり，肉親が

亡くなったりした人は当然として，心身の病は大

きな社会問題になった。ために，地震直後から，

テレビ，新聞に心理学者，精神・神経科医による

家庭での対処法，例えば子供の怯えに大人がどう

対処すべきかなどの報道が連載された。乙れらの

専門家の言として，あれだけの大惨事を直接ある

いはテレビで見たのだから，たとえ身内などに人

的被災者がいない場合でも，地震後，動揺し，夜

眠れないなどの症状が多数の人々にみられるのは

むしろ当然であるが，その気持をなだめるには，

とか周囲の人がどう助けるべきかなど日常生・活へ

の復帰を目指しての方針が示された。以下i乙若干

の事例を示す。

( i )ファレス病院(産院科棟で瓦磯の中から赤

ちゃんがレスキュー隊などに救助されたことで有

名)で，地震後8時間過ぎて助け出された人。乙

の人はトレーニング中たまたまトイレに居て奇跡

的に生存したが，教室にいた 150人の同僚・教官

の医師合計150人のうち助かったのは，彼を含め

て5人のみであった。乙の人は11月10日現在もな

お恐怖心から精神異常をきたしており，入院治療

中と聞く。

( ii )本震当夜(19日)帰宅途中，交通規制のた

め道に迷い， トラテロルコなど大惨事現場を直接

見てしまった女性は，家iζ帰り着く前から気持が

悪くなり 2週間後までH区吐をもよおし，ひどく

やせてしまった。 11月10日現在も十分回復せず，

よく悪夢を見てとび起きるという。

(iii)近くで工事が地震前から行われており，ダ

イナマイトが使われていたが，地震後，その音・

振動を感じる度i乙 2ヶ月近く過った今でもなお

職場中の人が皆，はっとし落着きがなくなってお

り，仕事の能率は落ちている。

などである。 20日夜の地震で子供を抱いたまま

失神してしまった女性，ショック死した老人など

の話もその知人から聞く。メキシコ市それぞれの

個人をみたら，被災しなかったとしても友人，知

人までいれれば，何らかのかかわりはあろう。そ

れで一時的には落ち込んだり，助け合ったりした

が，地震後2ヶ月過った今日，悪い事は忘れよう

としているのが一般の人達の姿と筆者の自には映

った。

( 3 )噂・デマ

あれだけの大被害があったのだから噂・デマは

飛び交う。以下にその極く一部を例示する。

( i )地震直後，この被害は人災だ。責任者は誰

だとの声がほうはいとして沸き上がり，テレピも

取り上げた。しかし，地震の専門家がテレビに出

潰し，今回の地震のエネ jレギーは途方もなく大き

く，とても予想しうるようなものではなかったと

報じたこともあり，一応沈静化して，天災という

乙とになっているが，明らかに手抜きと見られる

部分も報道写真にみられた乙と。極めて狭い範囲

においても嬢れたビルとさほどの被害をうけてい
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ない建物があり，しかも後者の方がはるかに多い

乙とから，地盤の差異が被害を分けた事は認めつ

つ弘、乙れは天災ではなく，人災だ'との声は，

知識人の中に，なお根強く残っている。

( ii )大地震の再来説が流れた。特に12月12日は

コロンブスがアメリカを発見した日で，この国で

は，人種の記念日と呼ばれ，宗教的に重要な祭日

に当たるが，乙の臼に大地震が起乙ると，かなり

権威のある雑誌に載った。乙れに対し，他の雑誌

やテレビは非難し，知識層は相手Iとしていない。

しかし，宗教心の厚い人達をはじめ，かなり広い

階層が心配していた。さらに 1月説 2月説が

ある。

( iii)被害は天罰だ。それで，乙の地震を契機に

キリスト教に戻った人達がいる(教会に行く)。

乙れはテレビでも放映された。例えば，コロニア

Jレローマ地区は，神iと罰せられた地区であるとい

う。乙の地区iとは政府の建物が多くあり，今回の

地震被害が集中した。すなわち，政府に対する天

罰で，乙れで政府が如何に悪いことをしてきたか

明らかになったではないかというものである。

(iv)被害統計数値に関するもの。特に死者数に

ついて，政府最終発表は， 9，800余人であるが，

英字紙には 35，000人とあり， 乙の数値の方が真

実性が高いと知識層はみている(ある日系企業の

下請がごく一部の地区に機材とも徴用されたが，

彼らだけで4，000 -5，000の遺体を収用したとい

う)。死者数については， 1984年11月19日の大ガス

爆発に際しでも政府発表500余人，現地の人達は筆

者らに5万人という。乙れはオーバーで，実際は

2，000 -5，000人が一般に信じられている数値で

ある。乙の大きな差はどこから生ずるのか，政府iζ

何らかの意図があるのか。それとも正確には把握

できないのか。真相は筆者にはわからない。メキシ

コ通の日本人は，それ程，政府に対する不信感は強

いというが。擢災者数も3万人，乙れは筆者の調

査実感からも，ほど遠い。 20数万人乙の説の

方がはるかに説得力がある。

(V)テント生活の催災者達の発言。救援物資が

日本を含む諸外国から沢山送られて来ているのは

知っているが，自分達のと乙ろには届かないと言

う。赤十字，国立大学を含め，公の機聞に渡った

物・お金，特にお金がa寵災者l乙届く乙とは，期待

していない。このような事情を知ってかど、うかは

別として，米国から5機の飛行機が，メキシコ市

から北方約200km離れたと乙ろの私立大学(ア

ナワク大学)に救援物資を空輸し，そ乙から直接

被災者に届けられたという。それで，そのような

方法を各国がとってくれる乙とを期待すると訴え

る。例えば，フランスでのチャリティ・コンサー

トで集った募金は，テビート地区の再建のために

使うよう指示して届けられたと大学院大学の教授

の言もあり，このような方法もとれるはずだとい

う。また，現地の日系企業から成る現地商工会議

所はガス爆発事故の体験から今回は，お金でなく，

物資を贈ったという。外国からの援助金はどうな

るか，その使途を監視する委員会が政府を超えて

できたが，どの程度機能するか疑問と，フィリピ

ンのアキノ事件を引き合いに出す人がいる。我が

国でも外国への援助のあり方を再検討すべきでは

なかろうか。そうでなけれlえ募金した人の自己

満足に終わり，それぞれの国民相互の連帯に寄与

しない。政府間援助も例外ではないだろう。我々

は諸外国の国情にあまりに疎とすぎる。

6. 主として災害保障・保険

乙の国では，基本的lと社会主義政策を掲げてい

るが，強い組合(シンジケート)をもっ労働者層

に厚く，人口比の最も多い下層の正規雇用外の人

達には薄いことを示す住宅政策，公共サービスに

ついては，前述した。乙の乙とは，次のような事

例からも察しられる。メキシコ市における中流層

は，基本的に共稼ぎでないと生活できない。最近

の激しいインフレは益々それを加速している。

それで，託児所の制度が行き届いている。その施

設は，一般に母親の職場と同一建物内に設けられ

ている乙とが多い。その維持のために，一定以上

の収入層の全所得者の収入の約1.0%が当てられ

ている。乙のような実態は地震被害がらみでは，

さらに強く反映されているようである。ある会社

では死者の遺族にー率4万ペソの保障をした。そ
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れに対し，国営のテレビサは，とりあえず300万

ペソづっ見舞金として支払ったとの乙とである。

また，公務員の住宅被害に対し，その程度により

30万-50万ペソを 1人当りの一時金として支払っ

たと新聞が報道している。民間企業では，このよ

うな報道，話は聞いていないと日系人達はいう。

公務員の組合は強いが，民間は一部を除き弱い

か，ないとも聞いた。社会保障省(セグロ・ソシ

アル)の社会保障制度は 2本建てで，公務員用と

民間人用があり，公務員は優遇されているとの乙

とである。民間会社では，死亡保障(当然勤務中

の死亡もある)で，もめているとの新聞報道は少

なからず認められる。ホテルなど観光施設の被害

復旧に対する政府の基金はあり，融資の受け付け

は開始されていたが，一般には及んでいない。乙

れは援助というより，一日も早くイメージ・ダウ

ンを回復し，外貨を獲得するための国家的政策で

あろう。以上はいずれも1985年11月現在の状況で

ある。

損害保険のシステムとしては，国営のセグロデ

メヒカーナが全保険料の40%のシェアーを占め，

民間57社の中，大手5社が残りの70-80%を，そ

して残りを中小保険会社52社で、分け合うという型

である。

メキシコ市の地震保険料率は.1958年に前年の

地震被害体験から，それまでー率がゾーン別に改

訂され，さらに1962:年UNAM(メキシコ自治大

学)の調査を基に現在の3つのゾーンにモディフ

ァイされた。当然，旧湖地区(セントロが主体)

が最も高く，中間ゾーン，硬質地盤へと順iζ安く

なっている。このゾーニングがまた，中流層以上

の人達の避難先選定の目安にもなった白である。

日本の保険会社は原則として日系企業と，その投

資先のみが対象で，乙れは全て地震保険に入って

いた。一部はメキシコ系の再保険の引き受けも行

っていた。地震保険は，火山の爆発とともに火災

保険のオプションである。メキシコ全体も地震活

動度の違いで，ゾーニングされており，最も料率

の安いのは北部の米国寄り，高いのはメキシコ市

とアカプルコであるが，地盤も加味されるから，

首都のセントロ地区の料率が最も高い。今回の政

府発表の損害額は50億ドル，乙れがどの程度の意

味(精度)をもつかは別としても，支払い額はそ

の10%にも及ばないと保険関係者はいう。メキシ

コでは，企業も個人もあまり入っていなかった。

但し， トラテロルコ団地のようにローンで家を買

う場合，その支払い期間中は，地震保険も強制加

入が義務付けられている。日系企業で被害をうけ

たのは，投資先も含め，ごくわずか，それも軽微

である。支払金額は，保険金額(評価額)の約70

%だから，我が国のそれより数段，加入者に有利

である。しかし，加入者があまりにも少な過ぎた。

なお，自動車保険は，対人保険さえ任意であり，

最低賃金1， 250ぺソ/日 0985年11月現在)の4

倍がベースで，乙の2年分，したがって死亡の場

合，大体400万ペソ+60自分(葬式代)が支払われ

る。保険に入っていない人は，基本的に支払能力

があると見倣される。よって事故を起こし，被害

者から訴えがあれば，裁判所で基本的に労災法・

市民法の組み合わせで支払が命じられるが，判例

により大体示談iζ持ち込まれる。乙の場合も，上

記，保険金が目安となり，それ以上は高額所得者

が被害者でも支払われる乙とはないという。実状

は，むしろ支払能力のある人が保険に入っている

ケースが多いから，事故を起乙したら逃げるの

が，まず普通との乙とである。インフレlとより保

険料は2ヶ月毎に上がっており，最低賃金が常に

ベースだが，乙れは1985年は2回上がる。失業保

険的なものも，正規雇用の場合に限定されるか

ら，下層は一般に常に切り捨てられている。

地震により，失業者が増えたのは確かだが，一

方，被災建物の解体工事などで日雇的な仕事も増

しており，今後の復旧・復興に向けて，一時的で

あれ，雇用の機会が増す期待はあると下層の人達

もいう。

7. 展望と今後の課題

(1)注目すべきボランティア

地震直後に自然発生した点にだけ着目すれば，

乙のトピックスは，より前iζ示すべきであった。

しかし，メキシコの将来を語るとき，乙のメキシ
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コ人の素晴しさ抜きでは論じられないため，あえ

て， 乙の章で述べることにした。

自然発生的ボランティアは地震後すぐに組織さ

れた。核は消防団関係者，赤十字に拘わりのある

人など，緊急事態におけるセミプロ的な人達から，

民間のスポーツ団体など様々である。それに人々

は続々と集った。階級的には，あらゆる層，特に

中の下と学生，乙の層が常に最も動く。例えば献

血・前年のガス大爆発の時もそうであった。これ

に対し，ポリスも~lW::するのではなく，すぐやっ

てくれという状況で人命救助活動が始まった。小

学生までが，停電で信号が作動しない交文点で，

また，倒壊したビ、JレK面する道路現場の交通整理

に当った。被災者・救出活動をするぼう大な数の

人達に食事・水を供給するボランティアが女性を

中心lと活動した。自家用車が投入され，それにボ

ランティアを示す赤十字のステッカーを付けた車

が最優先で，混乱もなくフルスピードで走りまわ

った。それを見て，多くの日系人は「ここのボラ

ンタリはすごしリと賞賛したという。このような

緊急事態における自分の行動，他に対して何をな

すべきかの自覚は，現在の日本の都会における若

者のそれを数段上まわると，ある日本人はいう。

長くメキシコに在住し，こちらの国籍をもっ日系

人は，控え目l乙，少なくとも普段いらいらさせら

れるメキシコ人からは考えられない素早い行動，

ガス爆発の時もそうだった，そして有志も非常に

多い，これには感心し，メキシコの若者を見直し

たと。この幾つかの部分は，日系人の多くの共通

した見解でもある。一例を挙げると， トラテロノレ

コ団地で，ヌエボ・レオンの棟が倒壊したが，そ

乙lと世界的iと有名なフ。ラスト・ドミンゴというテ

ノール歌手の家族が住んでいた。彼は 200人ほど

のボランティアがほしいと訴えた。そしたらたち

まち 2，500人が集まった。最初の一週間は特に素

晴らしかったと日系人達は評価する。日系二世の

人は， I臼本でなら，組織が動き，うまく機能す

るだろう。それに対し，日本や米国の一般の人達

とどうかとの比較はできないが， 2度の大事件で

のボランタリには本当に感心・感激した。手掘り，

バケツリレーは確かに能率は悪い。乙れは大統領

の声明にあるように人命第ーからとも思えるが，

機械が無L、からでもあり，機械が欲しかったJと，

乙れは日本に対する訴えでもあった。

このようなボランティアは至るところで生まれ

た。例えば， UNAMの一研究所についての話で

は，学生・教職員の80~ぢが何らかのボランティア

活動をした。その一つは，テント生活者に政府の

援助が及んでいないのをみて，食料・ボイルした

水を提供し，今(11月10日現在〕も続けていると

のことである o 大学では毎月，大学キャンパス内

のスーパーでの買物に使う 5，000ペソのチェック

がでるが，その60%を供出し合い，それらに当て

ている。その他，専門を活かした諸々の活動(病

院の機械の修理など)，コンビュータを活用した

尋ね人の広報活動で，テレビ・ラジオのそれを補

完した。

さらに，地震後10日自に，各分野の研究者約30

名からなる学際的震災情報・分析センターなるボ

ランティア・グループが組織され，募金活動を行

うとともに，科学技術的には地震の発生からメキ

シコ市の地盤の挙動まで，それがどのように建物

の被害に影響を及ぼしたかについて，より正しい

見解の論文・記事を書いたり，プレスリリーフを

作り，新聞なと、マスコミの人が，政府などの情報

を鵜呑みすることなし正しく判断できるよう手

伝ってきたという。さらに， 1981年サオック(建

設省)と UNAMが協力して・っくり，政府がおは

こにしてきた、今回のような災害を想定した都市

災害対策計画'を公表させるとともに，政府l乙働

きかけ，それぞれのピ、ル所有者が建物の被害を正

しく評価する乙となしまた，新しい基準21)に合

っているかどうかをチェックする乙となく勝手に

建物を直したり，新築する乙とを禁ずる命令を出

させることに成功したと告げた。彼らは，日本の

研究者による政策的でない真に科学的な現地建物

の耐震評価の成果を大いに期待している。これは

一般のメキシコ人も同様である。なお，遺体から

貴金属類が消えていたのは事実であるという。誰

が? 乙の話は噂の範囲に止めたL、。
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( 2 )メキシコの将来についての様々な見解

ーその 1ー

乙のトピックスも長くメキシコに住んでいる親

メキシコ的な人か，そうでない人，また職業など

で異なるが，それぞれ代表的な見方を，できるだ

け客観的にまとめて示すとともに，筆者註を加え

る。

メキシコの将来うんぬんの議論は， 1982年石油

の下落と，すさまじいインフレ状況からなされる

ようになってきた。以下にそれらの見解を要約す

る。

i )インフレ経済の見通し:米国は，乙の国の共

産化は許さないだ、ろう。よって保護する。一方，

そのため，かえって他力本願となり，自力で再生

しようとする考え方は弱められる。究局のところ

では他に頼ってしまう事につながる。今までもそ

うだった。それ故，乙の国が大きく変わることは

ない。恐らく，地震の跡は，そのままほったらか

しておき，他のところに建てるだろう。地震によ

り，アグレッスィヴなコンセンサスが生まれ，い

い方向に引張ってL、かれるとは期待できない。労

働者と資本家の関係をみるとき，前者の組合は，

非常に強く，かっその構成員lζ組織の一員たる自

覚は低い。よって，インフレ経済が定着し，アル

ゼンチン型になるのではとの見方を銀行マン達は

している。

ii )中流階級の没落:4年間で物価10倍というイ

ンフレに賃上げが付いて行けるはずがなく，乙の

国では中流階級が生活苦にあえいでいる。それ

で，乙の国の心ある人達は本気で中流階級の没

落，というより無くなってしまうのではと危倶し

ている。そうなったら，この国はおしまいだと。

中流階級は，日本のサラリーマンと同じで核には

なれない。うまく立ちまわる乙とができる者は，

ちょっとでも自分にとって良い方に動く。この国

は雇用の機会は少なく，多くはコネである。コネ

がなければ，生半可なライセンス，例えば公認会

計士の人の話では，最初は45，000ぺソ/月の会社

に勤めたが，より条件が良いと乙ろがあったので

移ったが，それでも 6万ぺソ(約3万円)，乙ん

な具合である。コネがないとすれば，生半可な努

力では駄目で，この国で，今の生活レベJレを上けe

るとしたら，親から教育投資をうけ，海外で箔を

つけて固に戻るしかないだろうということにな

る22)。とはいえ，乙の国を支えているのは中流層

という見方は強い。大学出は，この国では人口の

2%1乙過ぎず，幹部候補生だが，乙れもコネ次第，

コネがあれば最初から管理職で高給をとる。

iii)下層的，12)，23).シティにおける下層は，技能が

低く，だから定職もない。ために，チップで生活

している人も多い。彼等を含め，最下層の農民は，

政府が何をやっているかさえ知らず，政府が良く

なれば，自分達の生活の向上につながるなど考え

もしない(だが文盲率がかなり下ってきているの

も事実だ)。しかし，歴代政権が抑えてきた最低

生活維持手段の値上げをやったら，彼等も目覚め

るだろう。だから，政府は決してそれはしないし，

できないだろう。そして，政治地理上の理由もあ

って，軍の力は弱い。だから他のラテン・アメリ

カ諸国と違いクーデターは起こらない。乙れが中

流層の人達の大方の見方である o

iv)上流階級とは:日本では理解し難い乙とだ

が， シティにおけるビルの所有者は，必らずしも

金持ちではないということである oそれ故に乙そ，

土地・建物の強制収用が可能なのである。壊れた

ビ、ルを解体し，新築するお金がない。それも都心

の一等地においてである。それほど，乙の国の経

済は疲弊し，土地の利用が利潤を生まないという

乙となのであろうか。中流階級の没落，購買力の

減退は疑うべくもない o さらに人口の半分を占め

る下層は最初から顧客にはなり得ない。融資制度

にも問題があるのだろう。このような国情は，今

後の復興計画のあり方を考える場合，重大な検討

課題である。この国の大金持はしたがって，日本

的スケーJレをはるかに超える。彼らは愛国心が無

いという。インフレでも かえって儲かる。それ

は不動産を含む海外投資による。さらには，海外

で暮せるだけの準備さえしている。常に歴代政権

にゆ着しており，その見返りが……という暗い部

分が見え隠れするとの話が，誰と面接していても

出てくる。この地震でも彼らのビJレは倒れていな
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い。多分，きちんと建てているからだろうと。だ

から彼らは地震など，ど乙吹く風で，朝食会，昼

食会，夜食会で，終るのは夜中の2時 3時。乙

れでよく体がもっと妙な乙とを感心する次第，高

級官僚も同様，乙れだけ国が困っているのに，そ

して仕事はいつするのだろうかと人々は結ぶ。

v)技術導入と日系企業:乙の国では，生産活動

と輸出の拡大，技術導入を政策として掲げてきた

が，それが完遂された事例はない。輸出を増すに

は技術アップが必要不可欠なのだが，それに対し

外資局は伝統的にネガティヴとのこと。口先では

外資導入を叫ぶが，許可の段階で，それがなかな

か出ない。現在，本多技研がそうで，乙れをみて

他の企業が尻ごみする。それだけに止まらず，日

系企業が地元の経営コンサルタントに，全て引き

上げると，今度来たいときに大変だから，会社だ

け残す。それで，代理屈をやってくれなし、かとの

問い合わせも実際あるとの乙とである。現在130

社ある日系企業としては，中南米の大国メキシコ

から撤収するには，勇気がいる。それは，今は駄

目でも，地下資源は豊富だし，よくなったとき，

進出できなくなるからという。

vi)地震の影響について:今回の地震は，政府に

とって神風だとみる説も一部にはある。それは

現政権が残された借金だけを抱えた貧乏政権であ

ったが，外国の援助，低金利借款が期待でき，地

震を契機に大規模主都改造*というビッグ・プロ

ジェク卜を起乙せるとする見方である。事実，大

統領は，乙れはいい機会だから(確かにいい機会

とテレビで言った。それは，いやなことは忘れよ

う。悪い面だけ見るのはもうよそうとの政治リー

ダとしての発言と理解されている). 13局の政府

官庁の中. 11局は他に移すと政府に言わせたと

の乙と，しかし，その後すぐ，政府の建物は移さ

ないとも言ったとのことから，それでは，あれ程

発言してきた地方分散はどうなるのか，誰が出て

いくのか，乙れがまた議論の的になる 24) いずれ

にしろ，大規模プロジェクトが歴代政府の暗い噂

の基になっている。乙のような背景から，強引な

土地強制収用は，そのための準備ともみられるの

である。一方，乙の地震で政府は本当に困るだろ

うとの見方も当然ある。現在，石油収入の全てが

利子で消えており，災害復旧は外国からの援助だ

けで，まかなえるはずがないとする見解である。

なお，対外債務を払わないという乙とも検討中の

由，それでヤラセとも思われる 2-3万人動員の

デモ(モラトリアムと叫び，ポリスも阻止しない)

が頻発しているという25) モラトリアムをやって

も輸出が増えなければ先は暗い。どうも，日系人

の一般的見解は，明るい材料を見出そうと努力は

するのだが，なかなか見付からないが結論のよう

である。

V!i)メキシコ人気質と地下資源の豊富さを示すジ

ョーク:乙のジョークとは，‘あるとき，世界の

国々を治める神々の会議があった。その席上，メ

キシコを治める神様が言った「メキシコには，金

・銀・銅…石油，何でもある」。乙れを聞いた他

の国の神様達が口々に「何でそんな不公平な乙と

になっているんだJと言うと，メキシコの神様が

「だから，乙の固にはメキシコ人を住まわせたの

だ」と答えた'というものである。乙のジョーク

をメキシコ人は，日系人に向っても，あっけらか

んと笑話で言うとの乙と。乙の話の中に，メキシ

コの地下資源の豊富さと，何のてらいもなく話す

メキシコ人の人の良さを感ずる。本質的に，乙の

国は懐の深い国であり，許容範囲(アロゥアンス)

の大きさにつながる。乙のような表現は，少なく

とも最初は，筆者には理解できなかったが，実体

を見，多くの人々と会う過程でわかるような気が

してきた。何をやって収入を得ているのか，どの

ように生活しているのか，いくら聞いてもわから

ないのだが，助け合って何とかやっている下層の

おびただしい数々の都市流入者達，前記の注目す

べきボランティア，擢災者を引き取り面倒をみて

いる多くの人達，乙れらは，我々，日本人のスケ

ールを越える。

(3)メキシコの将来についての様々な見解

ーその2ー

メキシコの現状と将来展望は，どうも暗い話で

終始しがちである。しかし，筆者には，豊富な地

下資源と前節末尾lζ述べたような事実から，明る
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い材料がどうしてもみえてくる。さらに，落下物

調査で助けてくれた技術者，都市再開発計画に真

険lζ取り組んでいる高いレベルの技術者達と知り

合い，話し合うなかから，そ乙にエモーショナルな

ラテン気質の高らかな鼓動を感じ，乙の国はやが

て再生するように思えてならない。以下κ，その
何かを感じた大学院大学の研究所長の一人T教授

夫妻とのインタビューの一部を中心に，このトピ

ックスを考えてみる。

経済は悪くなったが，何とかなるという希望は

もっている。政府は何もやっていないが，ゃれな

いのだ。それで，皆が心配しており，何とかした

い，しかし，今は何をしたらよいのかわからず，

毎日が生活との闘いである。それでも希望は捨て

ていない(教授も熱心なボランティアの一人で，

会見時， 11月10日現在も続けていた)。外国人で

あった夫人は言う:それがメキシコ人の不思議な

ところであると，乙の夫妻は3年前に9ヶ月間，

外国で過したが，その聞に犯罪が，そしてインフ

レが加速した。それは今年も同じである。ただ，

他のラテン・アメリカ諸国は，クーデター，内戦

などで，もっと状況は悪い。正直なと乙ろ帰って

来るのが嫌だった。クーデターが起乙るかも知れ

ないし，とすれば，子供の命，教育の保障もない

から，でも経済的な問題，つまりインフレだけの

問題なら，皆と一緒i乙パンと水だけの生活で耐え

ようという気持で帰って来た。そしたら，まあ，

何の問題もないんです。スーパーには，一応生活

必需品はあるし，確かに，同じ金額で買える量が

どんどん少なくなるのはショックですが，という

(乙の家庭は中流の中か上というと乙ろ)，それ

で，貧富の差は聞く一方という情報を得ているの

で，より低い層の問題を聞いた。答えは，貧富の

差は確かに酷いが，これは数世紀前からの問題

で，今，始まったことではない。一番問題は，頭

もあり，働いている中の下の階層が困っている乙

とですと言う。乙乙l乙，中流以上のメキシコ人の

社会観の限界がある。約1/2強を占める下層階

級の人達の乙とは，あまり考えていないのであ

る。まるで，別の世界の乙とのよう。筆者は，乙

の国の最大の課題は，階層性にあると思う。乙の

夫妻lとしても，メキシコを支えているのは，中の

下の層と考えているし，政府も，他の日系人達も

同じである。乙れは正に人種差別であり，かりに

インフレが収っても，この問題は長く尾を引くで

あろう。前に若年層の文盲は，もはや実質上存在

しないと述べた。いつかは彼らも立ち上がるだろ

うから，その時，乙の国はどうなるのか。兵舎に

入り，兵として訓練，兵器の扱いに最も精通して

いるのは，乙の層なのである。いつまでラテン・

アメリカにおける例外の国で止まれるというの

か。

この問題は，ひとまず置いて話を元に戻そう。

夫人:今，一番印象的なのは，政府がテレビにさ

せているコマーシャルです。それは， Iその瞬間

には，震高の男でも気持が落ち乙んだ，恐れ戦い

た。だけど，俺達全員が肩を寄せ合えば，できる。

可能性のあるものを分かち合えば出来るJと言う

ものです。それを聞いてメキシコ人は，俺もあの

ときは，食うや食わずだった。物があったらわけ

でやろう。そうすれば，何とかなると単純に思う

ところがある。組合化が進んで，泊の出てきた数

年前の方が，ストは多かった。最近は起っていな

い。皆が困っているのだからと我慢している。

‘乙れ以上，悪くなったらわからないが，26)0 (夫

人の話が続く)。貧はいくら働いても貧，富は働

かなくとも，どんどん富という部分があった(乙

こでいう貧とは中の下であろう，組合・ストは，

正規雇用の労働者に限られる)。いくら儲かった

からといって，ボーナスを沢山出すという乙とは

なかった。出ても 1ヶ月か半月分。一方，富は，

賛沢三昧で外国旅行，奥さんに宝石， ミンク，子

供に高級乗用車をという様であった。、金持は泥

棒だ'という反抗心が貧しい人達にあった。そし

てスト，乙れが常なる乙とであった。会社が損を

した時でも，貧しい人達は信用しない。俺達は一

生懸命働いたのに，一体どうなっているんだとい

うことになる。そういう形でしかストはなかっ

た。(では，会社を政府におきかえたらの質問lζ

対し)。今のメキシコ人は誰も政府を信用してい

ない。乙れは， 15年位も続いている。乙の地震被

害も人災だ。地盤の悪いと乙ろで被害が多くで
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た。でもそういうサイトでも多くの建物がー済に

壊れた訳ではない。一部である。だから，考えら

れなかったほど大きな地震力で片付ける訳にはい

かない。それで，これからどうするというプラン

もない。その意味では政府との戦いという面もあ

り，今後も続くだろう。いつまでもメキシコ人は

おとなしいというわけにはいかないだろう。しか

し，今のところは，誰も，国・会社の経済状態が

悪いことは知っている。それで，俺達が何とかし

なければ，自分も，国・会社も潰れると思うよう

になってきている。仕事を守る，守らなければい

けないという気運は生れつつある o 乙れに近い見

解は，他の面接者からも聞いた。メキシコを本当

に愛する日系人も少なくはない。

彼らの話の中に教育lζ関するものもある。メキ

シコでの教育のあり方は，基本的に欠点iζは目を

膜って，長所をどんどん伸すよう子供を助けると

いう。かくして育てられた子らは必然的に個性豊

かな人聞に成長しよう。筆者は，この国の恵れた

資源，ボランティア活動lとみられるような情熱的

な連帯感と行動力，それらは大きな潜在力であ

り，いずれ逗しく再生することが期待しうる国と

考えるようになってきた。

(4)経済・技術協力のあり方について叫

この国で日産自動車は，極めて高く評価されて

いる o今日lと至るまでの20年間，その苦労は並大

抵のものではなかったであろう。この国では常i乙

国産，国内企業保護の壁は厚い。だから部品一つ

の調達においてさえ，ずい分泣かされたはずであ

る。そして市場など無かったのだから。また，現

地人の教育も大問題であったろう。しかし今日，

日産は市場を育成し. 3ヶ月先の予約を得るまで

に至った。ペソの下落でまだ当分，元はとれない

であろうが，一応目処はたったという。断ってお

くが，乙れは事例であり，日産とは全く関係の無

い人との会話から得た所感である。市場が先にあ

り，そ乙に殴り込みをかける的商法は，乙の固に

限らずもはや世界的に通用しないだろう。それは

今日の経済摩擦で何人も知るところである。現在

乙の国で企業が利潤をあげることは至難であろ

う。しかし，今，儲からないからといって撤収す

るようなら，世界的規模で相手にされなくなるで

あろう。地震の復旧・復興で我が国が期待される

と乙ろは大である。ただ，政府と国民の要望の聞

には大きなギャップがある。安易な政策加担は危

険である。外国からの援助資金は，壊れた学校・

病院の復旧に当てるという。乙れを額面通り受け

とるとしても，国(公団)が建設し，分譲した建

物に住み，家を失った，あるいは強制収用された

ことにより，強い不満をもっ人達はどうなるの

か。さらには，一家の働き手を失った人達の今後

の暮しを誰が援助するのか。強制収用した都心に

何を建設するのか，経済的に疲弊しきって購買力

はどん底の状況でコマーシャル・センターなど考

え難い。さりとて，ビジネス・センターをつくり，

東京の都心型への移行など筆者には考えたくもな

い方向への改造である。

乙の地震を契機1(..今後，我が国においても，

乙の国と首都の問題，将来像に一段と関心が高ま

り，様々な側面から研究が進められよう。

8. おわりに

筆者は1985年11月3日，日本建築学会のメキシ

コ地震調査団の一員としてメキシコ市を訪れた。

渡航前に予定していたのは，日本での気象庁震度

階で被災地の震度がどの程度であったかを把握す

ること，及びビ‘ル落下物の調査で、あった。乙の2

つの目的は一応達成したが，シティに入って最も

強い印象を受けたのは，擢災者が露頭lζごくわず

かしか見られなかったことである。地震から約 1

ヶ月半経過していたとはL、え，手酷くやられてし

まったアパートは，もはや取り片付けられてお

り，かっ空きアパートがやけに自に付くにも拘わ

らず，かっ市民が非常に落ち付いているのであ

る。、乙れは，メキシコ人の民族性，社会面など

を調査しないと被害の大きささえ誤って解釈する

乙とになる恐れがあるぞ'と実感した。我が国で

の体験から，権災者は学校などにと最初は思った

が，学校も代表的被災建物で. 703棟壊れ，かっ

急速に授業再開の報が筆者らのシティ入り以前か
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ら続々と流されているとの乙とだから，それはな

いと考えてよいと教えられた。

結果的には前記した通りであり，ボランティア

活動と併せ，緊急時のメキシコ人とその社会の健.

全さに圧倒されたのである。そして，調査している

我々に，遠い日本から私達のために調査しに来て

くれている乙とに心から感謝する旨の言葉を幾度

となく市民から聞いた。また，極めて有能であり

紳士的な研究者，実務家達の作業振りを実際に

見，かっ協力も得られ，将来にわたる連帯を約す

る乙とができた。乙れらの体験を通し，実iζ多く

の貴重な教訓をメキシコ人とその社会から学ん

だ。

メキシコ市は，かつて人類が経験した乙とがな

い巨大都市になろうとしている。ほぼ全ての視点

からして極めて困難な瑚犬下での地震災害の復旧

・復興のみならず，乙のような巨大都市を如何に

して運営管理していくのだろうか。極めて不遜で

はあるが，今回の機会を足掛りに，この国，乙の都

市の課題と諸々のプロセス・展望につき，現地の学

際的研究者グループとの連携を密にし，総合的に

アプローチしたいと考えている。筆者の浅薄な知

見からみても，あらゆる都市問題がメキシコ市に

はあるし，ますます顕在化していくであろう。

乙の調査に際しては，東京で，そしてメキシコ

で，実に多数の方々のお世話になった。乙乙では

あえてそれらの方々のご氏名は申し上げないが，

深甚の謝意を表わす。また，筆者と終始行動を共

にし，多大な協力を賜わった前田建設技術研究所

の渡辺朋之氏に厚く御礼申し上げる。

(注)

1) 1957年.1964年および今回の地震以外でも，比較的

最近，メキシコ市の旧湖地区に被害が集中した地震

を以下1<::示せば.1962年5月11日のAcapulcoDeep 

を震源とする M7.0の地震で，メキシコ市は震度vn
(メリカル).アカプルコ震度唖 o 1962年5月19日

(震源向上.M7. O.メキシコ市の死者27人，以下，

メキシコ市の被害のみ記述する )01965年8月23日

(M7.2.切断した電線による感電死4人，数フoロ

ックのアパートに亀裂が生じ，居住不能，電話不

通)01968年8月2日 (M7.1. 9階建のオフィス

ビルを含む多くの建物が修理不能の被害。電話・電

気不通)。などであり，少なくない(文献目 Figl)。

2 )メキシコ政府最終発表と地元新聞は報じた(1985年

10月末現在)。

3 )東京消防庁の調査による。

4)メキシコ市の中心部は，アスティカ人が建設したが，

歴史的ないわれがあり，その埋立方法は国立歴史博

物館に立派な絵入りで説明されている。動機は，極

めて宗教的であり，彼らの神のお告げ‘鷲が蛇をく

わえ，サボテン状の木にとまっている処1<::汝らの町

をつくれ'により湖1<::いかだを組み，マングロープ

状の木を植え，その成育を待って，それらの樹木・

根聞を土で埋めたとの乙とであり，乙れが約1，∞o
年強以前と記されている o これからすると，当時か

ら出口を塞き止められていた湖は塩分が多かったと

推測される。

5 )建築年代別地震被害は，崩壊+大破建物数でいっ

て.1957年以前の建物69棟.1957-1976年149棟，

1976年以降47棟の大分類であり(日本建築学会，

1985年メキシコ地震災害調査速報 1986.1) .明確

な資料はないが，調査実感としては.筆者一人の見

解ではなく，現地の人もそのようにいう。

6 )本年の給与アップは2回というが，政府発表の物価

上昇率は，次々に修正され.1985年度10月現在，約

65%とのこと。しかし，生活実感はやはり 100%と

いう声が多く，今年はおおよそ35%の賃上げが予定

されているが，その程度では生活苦は進むのみとい

つ。

7 )公定価格かっ10年害l蹴との政府発表だから，乙のイ

ンフレ状態が続けば，無償(没収)1<::近いという乙

とlζなる。

8 )文盲率は，全国的1<::は約24%.メキシコ市 9.0%.

首都圏 18.0労，農村36.0%程度(1980年現在，コ

レヒオ・デ・メヒコのアジア・アフリカ研究センタ

-Dr. Michiko Tanaka教授の私信による。但し，

乙の課題は相当改善されつつある)。

9)特別連邦区は，日本の東京特別区に相当する16のデ

レガシオンから成り，乙れにメキシコ州内の11の地

区(ムニシピオ)を中心とする12のムニシピオを加
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え，メキシコ市大都市圏(首都圏)を構成する。

10) 1960年のメキシコ大都市圏の人口は.518.6万人.そ

の中の487.1万人は特別連邦区に住んでいた。した

がって 12のムニシピオIr.住む人口は，わずか31.5万

に過ぎなかったが.1980年のセンサスによれば大都

市圏人口は.1. 447万人強，特別A野5区は 937万人

強，よってムニシピオのそれは 510万強 1985年現

在は大都市圏全体で1.8∞万人に近いと推定されて

おり，約半数近くがムニシピオlζ居住すると菊間は

伝えている。 1970年12月29日の連邦区基本法による

メキシコ市 06のデレガシオン)の面積だけでも

1，499 km2あり，その中にのみ1，800万人の人口を

抱えても1.2万人/km2だから，東京23区の1.4万

人/km2 (1980年現在).ノfリ2.5万人/km2より人

口密度は低い。しかし，実際には 1，000km2強の面

積iζ無秩序Ir.人口が集中していると報告されている

(一部，筑波大学:メキシコ市の都市発展.1985を

引用)。

11)コロニアル(ブロックの一種ちにより，定められて

いるとも聞くが，どのコロニアJレが知何なる根拠に

よってとなると，大変理解し難い。

12) 1982年のセンサスによれば，公共サービスの供与を

受けない多数の coloniasproletariasが生じ，とあ

るが，その階層は首都圏人口の半数を超えると推定

されており，その多くが雨期の出水，乾期のテスコ

コ湖などからの砂じんという劣悪な居住環境下にあ

るという。

13)自家用車の購入は→種のステータス・シンボルで・

あり，相当無理しても買おうとする。このクラスの

住宅には車庫はない。それで，宅地内道路，市内道

路の至ると乙ろで違反駐車。ために，道路面積の

1/3以上が，これらの車に占拠されており，かつ，

中の下層以上は車を通勤・昼食(自宅で)Ir.使用し

(ラッシュは 1日4囲). もともと整備の悪い公共

交通機関を利用しないから交通事情は極めて悪い。

例えば地下鉄利用者は，都市移動人口の10%程度に

過ぎない(主として下層が利用するのみ)。

14)とれら低家賃のアパートに住む階層のクリアランス

が建物・土地の強制収用の重要目的の一つになった

のである。それに対し，労働界は替同したというか

ら，乙の国の福祉政策(組合の強さに対する政策上

の保護)の限界が推察される。

15)直線距離は30-40kmだが，路線距離で40-60km 

となり，パスによる都心までの所要時間は 1時間半

程度は，普通となる。なお，乙れは我が首都圏のい

わゆる中流層と大差ないともいえるのだから皮肉で

はある。

16)メキシコ市の都心は，旧市の4つのデレガシオンを

言う。クアテモク，ベヌスティアーノ・カランサ，

ミゲル・イダルゴ，ペニート・ファレスで，現在の

メキシコ市(1970年以降)の面積の約 9~ぢ(137. 76 

km2)であるが，その北方に隣接するグスタボ・マ

デロを加え，乙れらの5区を都心と呼ぶのがふさわ

しいだろう。乙の 5区Ir.政府関係，商業、サービス

機関が集中しており，特iζクアテモクがその中心で‘

あり，出火を含め最大の被害を生じた。それ故lζ，

第 1回目の10月11日土地収用令のターゲ‘ットにされ

たが， ζの対象にほぼ無被災地も少なからず含まれ

ていたのである。

17) 1952年当時，地上水位が地表から30-40mも低下

し，ために市内では新規の井戸掘りは禁止された。

1930年代末から1950年代末の2伴間の年間地盤洗下

は.30-80cm IL達したと乙ろも少なくない。ため

に.1900年以降(特に1940年以降が著しい)の累積

沈下量は 6-7mlr.達すると乙ろもある(筑波大学，

‘メキシコ市の都市的発展*.1985など)。しかし，

現在は，表土層の含水比の異常な高さからみても，

地下水位は大幅に復元しているとみるべきで，建物

基礎の設計は，厚い沖積層厚，地盤沈下(地下水位

の低下により締まる)の不十分さのため，大変困難

で，今回の大被害の一因をなしたと推測される。

18)使用水のリサイクルは，この都市の重要な課題であ

り，国家的規模で研究が進められているo

19)全く日常と変わらない生活を送った人々も少なくな

いようだし，スクール・パスも子供達を迎えに来た

と日系人遠の多くは言う。

20)地震に対する恐怖感に加え，ガス漏れの恐れありと

の話が，かなり伝えられた。さらに停電も重なり，

アパートから一時的に避難したとの事実もある。実

際，行くと乙ろが無く20日夜は，家族ともにオフィ

スで過した人達もいる。乙の場合も職住接近が幸い

したようである。これらは，中流以上の階層の人達
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の行動である。旧湖上iζ住む下層の人達は，ほとん

ど避難先をもたず(知り合いも同様な状況下にあ

る)，屋内・外で祈っていたと聞く。皮肉な乙とに，

地方からの流入者の多くは，決して耐震的とはいえ

ない粗末な家ではあるが，郊外の地盤の良い処に往

んでいたため，震度は小さく，人的にも，また家屋

被害も直接的には受けなかった。ために，インタビ

ューによれば，終始，比較的冷静だったようであり，

一時失業，仕事は減ったなどの回答はあったが，大

きな影響を受けているようにはみえなかった。

21)地震後の10月17B Ir:緊急改訂耐震基準が公布され

た。要点は，ベースシャ係数の増大，じん性係数の

低減，建物の重要度係数の増大，構造細則の強化な

どであるが，地震後，日を置かずして，乙のような

改訂を行った乙とは注目に値する。

22)事実，比較的若手の高級官僚には，乙の手合いの人

が少なからずいるようで，日系人は彼らを理想主義

者と呼ぶ。話はよく通じるのだが，実際の段階にな

ると裏切られるケースが多いという。

23)最低賃金水準以下，あるいはそれに近い層は大体，

小学校を完全に終業していない層の比率に近いとみ

て大きな誤りは無いようである。それはメキシコ市

内で30-40%，首都圏iζ含まれるメキシコ州で50%

程度，農村部70-80%，全国平均60%程度(1980年

センサス他)といわれている。 ζの比率は，全般的

lζ文盲率よりかなり高いが，小学校3-4年まで行

けば，一応，読み書きは出来るようになるというこ

とであろう。

24)メキシコ市は，世界の大都市のなかで，最も高い人

口増加率を示してきた。乙のままの人口増加率が続

くとすれば，メキシコ市首都圏の人口は， 2，000年

には 3，500万に達するとされている。乙の場合のメ

キシコの総人口は1億3，∞0万人との計算である。

但し，増加率の若干の低下も進んでおり， 3，100万

人(1982年iζ修正)ともいわれている。メキシコ政

府は，乙れに対し今世紀末のメキシコ市の人口を

2，400万におさえるとしているが，乙の達成は困難

というのが一般の見方である。乙れは既に述べてき

たように全ての部門の過集中iζ帰せられるが，一方

土地利用の効率の低さも指摘されており，連邦政府

は都内10ケ所Ir:副都心をっくり交通渋帯の緩和も考

えているようで，地援を契機とした土地強制収用も

その一環ともみれる。しかし，現庄でも破綻状況に

ある都市インフラストラクチァー(その充実のため

の投資は，現在の過度の経済集中・集積をもってし

でもメキシコ全体のそれからみてベイしないとの計

算もある)の整備は可能だろうか。乙のような状況，

様々な試算もあって，政府自体が揺れ動いているの

であろう。大学の研究組織も含め，少なからぬ機関

でメキシコ市の将来構想の研究は進められてきた

が，最近の経済疲弊は，選択肢を大幅に狭めている

と考えざるを得ない。本文で，経済的センサスなど

による数値を最小限に抑えたのは，経済変動があま

りにも急速であり，不安定だからである。現地での

各分野の人達の見解・現地及び帰国後入手した幾つ

かの資料から筆者Ir:は，急速な首都改造，地方分散

のいずれも大規模には行えそうには思えず，十分な

長期計画の検討のうえに，着実に進展される乙とを

期待したい。

25)メキシコはラテンアメリカの盟主的な大国であり，

乙の国が手を上げたら困るのは，日本を含む債権国

である。他の南米諸国も，乙れに追随する可能性が

高いからでもある。メキシコへの援助・投資は成功

していない部分も多い。それは，後続技術が追随し

ていない乙とも重大要因という。石油で有名なベラ

クルスで，大コンビナートが赤錆びたパイプライン

など鉄屑の山になっていると乙ろもあるという。さ

まざまな困難はあるが，乙の国の技術アップのため

には，息の長い技術協力が必要である。例としてアメ

リカの言語学者たちの話があった治主彼らは奥深い

田舎に住みついて住民iζ溶け込んで研究を続けてい

る。それに対し極めて長期的な研院投資がなされて

いるという。そのような地味な努力は，日本的思考

には馴じまないようにも思われるが，いずれにしろ

数年単位で成果を期待する方式では，目的は完遂し

ない。それが，永くこの国Ir:住む日系人たちが言

う，乙の国あるいはラテンアメリカ諸国との付き合

いから生れた体験である。だから，乙の国に来て，

自の浅い日本人，あるいは東京Ir:目が向いている日

本人のメキシコ人観は，決して良くないし落ち込む。

長期滞在の人達にも本音に迫れば，そのような時期

は確かにあったと言う。しかし，今日ではメキシコ
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を愛し，深い理解を示していることが十分うかがえ

た。彼らは現在の日本より，乙の国・シティの方が

はるかに住み易い，だから，この固に住み，時々は

日本1;:帰る(旅行)のが理想的な将来の生活設計と

宝きょ、
Eコノ O

26)失業率lζ関する政府発表は205ぢ，だが在留日本人は

50%は下らないだろうと言う。しかし，日本でいう

失業とは，全く意味が違う。少なくともメキシコ人

達は，そのように考えていない。もともと正規雇用

の機会は少ないのだから，普段ぶらぶらしているか

らといって，乙の国では，そく失業者とはいえない。

乙乙にも日本人的尺度の通用しないふと乙ろの広い

部分がある。家族の誰かが，親籍・友人の誰かが働

いていれば，その時々は助け合って生きていく。次

iζは，その逆の日があるのだから。それで，宗教的

背景はあるとはいえ，自殺，心中などは一般には生

じ得ない。盗みについても，乙の国の人達には罪7)

意識は薄い。ちょっと聞くと宗教心との矛盾を感じ

るのだが…。彼等にとって身内・友人を救うために

そのような行為をすることは許されると考えている

らしい。それで神lζ許しを乞う。彼等にとって他人

がどう考えるかより，神の意思の方がはるかに大切

なのだ。飢えに苦しむものが，富める者からほんの

その一部の持ち物を失敬する。薄給の警官が交通違

反者からワイロを取る。乙れらを見て，日本人が彼

らを悪くいう。それは筆者にはわかる。しかし，長

期滞在日系人の言葉，日本の方がはるかに病んでい

る:異常な犯罪，同じく教育，家族崩壊，物質的に

恵まれた時代しか知らぬ若者の後・中進国でのマナ

ーの悪さ(蔑視)などである。日本は戦後，米国lζ追

いつき追い越せ，それでかなりいい線まできた。しか

し，米国の良さは本当に真似してきたか?今回の地

震でも惜しみない米国・米国人の援助には圧倒され

た。一方， 日本は，その対応の遅さには，日系人は皆，

いらいらした等々の方が筆者には痛かったし，本当

に今の日本の方が良いのか，何をもって豊かさの尺

度とするのか，そんなものは有り得るかなど諸々の

乙とにつき考え込んでしまった。

さらに，我々はホテルでルームメイドlζ毎日チッ

プを置く。その額は日本からのガイドがし、う相場Ie

従った。それをメキシコの技術者に話した。彼らは

地震後，それ乙そ不眠不休で自分達にできることに

務めたという。インフレで生活が苦しくなったこと

は彼らにとっても例外ではないようだ。ボランティ

アとして国立大学で都市工学の講義もしている。さ

らに政府からの依頼もあって，復興計画に真剣に取

り組んでおり，我々にも謙虚に，日本での都市再開発

の方式，我々の見解に鋭い質問を浴びせてきた。そん

な彼等に我々はチップの件で叱られた。そのような乙

とがメキシコ人を駄目にすると言う。心あるメキシ

コ人は，アメリカ人に代わって日本人が軽薄にお金

をばらまくのを苦々しく思っているのである。

我々は軽々しく援助・協力などというべきではな

い。その底Kはやはり思い上がり，優越感があるの

だ。永い人類の歴史のなかで，たまたま我が国はつ

かの閣の経済的優位を得ているに過ぎないのではな

かろうか。その聞に失ったものの大きさをどの程度

自覚しているだろうか。今回のメキシコ地震だけで

も， 100人を大きく上まわる人々が我が固から調査

・研究の名目で訪墨した。乙れには，メキシコの研

究者・技術者達も本当に驚いた。彼等はいう「我々

だって，外国の地震災害・その復興の調査を勉強に

行きたい。でも，そんな乙とは夢だと」。筆者らは

言葉lζ詰った。正直なところ筆者も大部分私費であ

ったし，家族の励ましが無かったら行けなかったで

あろう。

そう遅くない機会Ie，ハードウェア一部門の調査

報告は行う予定であるが，最大の収穫は素晴しいメ

キシコの人達と社会を知る足掛りを得た乙と，そし

てそれを理解して活躍している日系ω人々と知りあ

えた乙とである。長期的に展望すれば，我が国の存

立は，乙の固に限らないのは当然として，地球的規

模での共生以外にはあり得ない。とすれば，我が身

の事として謙虚に，乙の国が抱える諸々の難題を共

iζ考え，再建1;:向けて共助する乙とに全力を投入す

べきと考える。協調しうる処は短期間の調査体験か

らのみからしても実に多岐にわたり得る。但し，く

り返し言うが，国状をよく知らずしてのそれは国民

の真の要望・感情とは遊離してしまう恐れが強い。

また，現地で日本人が仕事をする場合，乙乙は日本

ではない，メキシコなのだ。我々は外国人であり，

乙の固に住まわせてもらい仕事をさせてもらってい
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るんだとの謙虚さを決して忘れない乙とが不可避で

ある。現地に長く滞在し，親メキシコ感をもっ日系

人からは.これに類する言葉が自然に出てくる。だ

から，彼等が日本人とメキシコ人の仲介をしなけれ

ばならないとき，メキシコ人には「頼むから，もう

少し仕事を一生懸命やってくれJと言い，一方，日

本人IC対しては「乙乙は日本ではない，メキシコな

のだ。日本的方式はセーブしてくれJと言い続ける

が，どうしてもトラブルは起こるという。しかし，

2-3年して一つのフ。ロジェクトが終る頃には互い

に理解しあえるようになるとも語る。それは互いの

価値感を理解しえたのではなしそうしなければ一

緒には仕事ができない乙とを自覚する程度の次元の

話である。それが現実だろうし，それ以上，踏み込

むのは，一般的にいえば有害かもしれない。
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